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施設一体型小中一貫校「多度学園」の開校

令和８年４月（予定） 「桑名市立多度学園」が開校

（契約者鳥瞰図）
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多度青葉小学校

多度北小学校

多度学園

多度中学校

多度東小学校

旧多度西小学校

多度学園の開校に伴い利活用を考える５つの小中学校①
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学校名 多度東小学校 多度青葉小学校 多度北小学校 多度中学校 旧多度西小学校

築年数 校 舎 築４６年
体育館 築４３年

校 舎 築４７年
体育館 築３８年

校 舎 築４１年
体育館 築４０年

校 舎 築４８年
体育館 築４２年
武道場 築３６年

校 舎 築４０年
体育館 築４０年

新基準
耐震補強

校 舎 適合
体育館 補強済

校 舎 適合
体育館 新基準

校 舎 新基準
体育館 新基準

校 舎 補強済
体育館 補強済

校 舎 新基準
体育館 新基準

面 積

敷地面積
８，１６３㎡

建物面積
２，４９２㎡

敷地面積
１２，１６０㎡
建物面積
２，４６５㎡

敷地面積
１２，７５８㎡
建物面積
２，８０３㎡

敷地面積
２４，１０４㎡
建物面積
６，７４２㎡

敷地面積
９，０５６㎡

建物面積
２，７０１㎡

用途地域 市街化調整区域 市街化調整区域
市街化区域

第一種住居地域
市街化区域

第一種住居地域
都市計画区域外

利用状況
(学校機能除く)

指定緊急避難所
指定避難所
選挙の投票所
学校開放
運動場・体育館

指定緊急避難所
指定避難所
選挙の投票所
学校開放
運動場・体育館

指定緊急避難所
指定避難所
学校開放
運動場 ・体育館

指定緊急避難所
指定避難所
学校開放
体育館・武道場

アイデア楽工
指定緊急避難所
指定避難所
選挙の投票所
学校開放 体育館

多度の学校の概要

多度学園の開校に伴い利活用を考える５つの小中学校②
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① まちづくりの方針・行政需要への対応
市の最上位計画である「桑名市総合計画」などの市全体の方針や、「桑名市公共施設等総合管理計画」や「都市
計画マスタープラン」にある長期的な視点から市の目指す将来像を踏まえ、行政需要に対応した活用方法を検討
する。

② 地域住民の意向と地域活性化
学校が地域で担ってきた役割を十分に踏まえるとともに、地域の意向を把握し、地域の活性化につながる活用
を検討する。

③ 民間活力の活用
雇用創出等による地域活性化や、効率的・効果的な行財政運営などの観点から、市全体の課題解決や市の重
要施策の実現に寄与すると判断できる場合は、民間への売却や貸付による民間活力の導入の可能性を視野に
入れ、活用を検討する。

④ 実現可能な利活用の検討
学校跡地等の土地形状、施設の構造・老朽化等により利活用が図れない場合は、施設の取壊し及び更地での利
活用について検討する。

桑名市の学校跡地利活用①

学校跡地利活用についての基本的な考え方
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〇学校を他の公共施設としての転用を検討（行政ニーズ）
庁内調査により他の公共施設の機能移転などの活用見込みを把握する。

〇地域の意向（地域ニーズ）
地域住民に対して、全国の民間事業者等による活用事例等を参考に学校
跡地活用についての意見交換を実施する。

〇民間事業者等による利活用（民間ニーズ）
市全体（地域）の利益につながる民間事業者等の利活用についての意向
を調査するため、サウンディング調査等を実施する。

②実現可能な利活用（上記内容）の検討・精査

各ニーズを把握したうえで、本市のまちづくりの方針や公共施設等総合管理計画等の方針に沿った
長期的な視点から跡地の活用方法について協議し、利活用（案）を決定する。

①ニーズ検討

跡地利活用検討のプロセス ①～⑤段階

跡地

活用案

市役所

ニーズ

民間

ニーズ

地域

ニーズ

廃
校
前

①前提条件の整理：市の各種計画との整合、学校校舎の築年数（老朽化）、土地利用上の制約など

廃
校
前

桑名市の学校跡地利活用②
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（例）お菓子工場（北海道小清水町）

③利活用（案）についての地域説明

跡地利活用検討のプロセス ①～⑤段階

④利活用準備（移行期間）

⑤利活用開始

廃
校
前

廃
校
後

○ 法的手続きや事務手続き等の期間
廃校後、利活用に向けて、必要な手続き等を行う。

○ 公共施設として利活用／地域・民間事業者による利活用など

（例）グランピング施設（静岡県）

○ 地域の皆様に向けて、市が説明会（意見交換会）等の開催
地域の皆様への具体的な「跡地活用（案）」についての説明・意見交換等

を経て、利活用方法を決定

跡地

活用案

跡地

活用決定

桑名市の学校跡地利活用③
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第１回目の地域説明会の概要

多度地区における取り組み①

多度の学校の概要
全国の学校跡地利活用

の状況

地域住民と情報を共有
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第１回説明会実施アンケート結果について① 回収：38件

Q.7 説明会を受けて、あなたが望ましいと思

う、廃校後の跡地活用はどれですか？

① 校舎等を改修して、別用途での活用が望ましい。

② 校舎等を改修して、別用途での活用が望ましい。
ただし、ある程度の期間が経っても別用途が決まらな
かった場合には、リスクがあるので、一旦取り壊して更地
にするのも仕方がない。

③ リスクを最小限にしたいので、速やかに校舎等を取り壊
して、更地にするのが望ましい。その後、改めて更地の利
活用を検討するのが望ましい。

④ リスクがあっても、校舎等をそのまま放置しておいてか
まわない。

⑤ その他

①別用途

42%

検討後、更地に

29%

即、更地に

5%

放置

0%

その他・無回答

24%

希望する跡地活用

①

②

⑤

③

④

多度地区における取り組み②
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第１回説明会実施アンケート結果について② 回収：38件

Q.8 あなたが思う、廃校に伴う関心事や心配事は

どれですか？（複数回答可）

① 防犯面のリスクについて

② 景観面のリスクについて

③ 老朽化のリスクについて

④ 維持管理費（コスト）のリスクについて

⑤ 周辺の活気（町の雰囲気や近隣のお店の経営など）
について

⑥ 地域の催し物（お祭りなど）やスポーツ少年団の運営
について

⑦災害時の避難場所について

⑧選挙投票所について

⑨その他

13.2

13.2

84.2

52.6

26.3

57.9

47.4

10.5

36.8

0 50 100

その他・無回答

投票所

避難場所

祭り・スポ少

周辺の活気

維持管理費

老朽化

景観面

防犯面

関心事、心配事（複数回答）

回答％

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

多度地区における取り組み③
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Q.9 自由記載（抜粋）

第１回説明会実施アンケート結果について③ 回収：38件

主な内容

①「跡地活用の進め方について」…10件

②「学校開放（スポ少）について」…９件

③「活用案について」…８件

④「避難所について」…４件

⑤「その他」…７件

多度地区における取り組み④
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●各学校が果たしていたこれまでの教育機能は、

原則、「多度学園」に引き継ぎます

●市の各種計画との整合を図ります

●「多度学園」建設の際に、市の負担を減らすことが
できる地方債（＝国や金融機関からの借入金）を選んで
発行しています。

●老朽化した学校施設のリスクを回避
（防犯面・景観面等への対応）

例：『桑名市公共施設等総合管理計画』
（内容）
公共施設の総量（延床面積約440千㎡）を、2064年度
までに33％（約145.2千㎡）削減する。
新規建設する場合は、既存施設の総量の枠内とする。

『公共施設等適正管理推進事業債』の借入の条件
＝供用開始後５年以内の既存施設の廃止（＝除却・売却）。

１

３

２

５
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●低濃度PCBへの対応４
東小・北小・青葉小の変圧器・コンデンサ等に人体に有害
な低濃度PCBが含まれており、令和９年３月３１日までに
処分しなければならない。 現行通り、電気・水道を使用す
るためには、１校につき５００万円程度の更新費用が必要。

～多度地区学校跡地検討にあたっての前提条件～

多度地区における取り組み⑤


